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（１）国有林野の分布と役割

Ø	国有林野（758万ha）は、我が国の国土面積の約２割、森林面積の約３割を占め、奥地脊
せき

梁
りょう

山
地や水源地域に広く分布しており、国土の保全、水源の涵

かん

養等の公益的機能を発揮

Ø	また、人工林、原生的な天然林等の多様な生態系を有し、希少種を含む様々な野生生物の生育・
生息の場であるとともに、保健休養や森林との触れ合いの場を提供

（２）国有林野の管理経営の基本方針

Ø	国有林野は重要な国民共通の財産であり、国有林野事業として一元的に管理経営

（１）公益重視の管理経営の一層の推進

Ø	個々の国有林野を、重視すべき機能に応じて「山
地災害防止」「自然維持」「森林空間利用」「快適環
境形成」「水源涵

かん

養」の５つのタイプに区分し管理
経営

Ø	機能に応じた多様で健全な森林づくりを進める
ため、複層林や針広混交林へと誘導していく施業
や伐採年齢の長期化等への取組を推進

Ø	国有林野の約９割は「水源かん養保安林」等の
保安林であり、国民の安全・安心の確保のため、
治山事業により荒廃地の整備や災害復旧等を実施

Ø	大規模な災害復旧については、民有林でも直轄
で復旧事業を実施したほか、被災した地方公共団
体に対する技術者の派遣等の協力・支援を実施

Ø	森林吸収源対策として、間伐等の森林整備、森
林土木工事等における木材利用等を推進

１．国有林野の役割

２．国有林野事業の具体的取組

第Ⅳ章　国有林野の管理経営

機能類型区分ごとの管理経営の考え方

機能類型区分 管理経営の考え方
山地災害防止
タイプ

147万ha
根や表土の保全、下層植生の発
達した森林の維持

自然維持
タイプ

171万ha

良好な自然環境を保持する森
林、希少な生物の生育・生息に
適した森林の維持

森林空間利用
タイプ

46万ha

保健・文化・教育的利用の形態
に応じた多様な森林の維持・造
成

快適環境形成
タイプ

0.2万ha

汚染物質の高い吸着能力、抵抗
性がある樹種から構成される森
林の維持

水源涵
かん

養
タイプ

394万ha

人工林の間伐や伐期の長期化、
広葉樹の導入による育成複層林
への誘導等を推進し、森林資源
の有効活用にも配慮

　注：面積は、2021年４月１日現在の数値。
資料： 農林水産省「令和２年度　国有林野の管理経営に

関する基本計画の実施状況」
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Ø	生物多様性の保全を図るため、
「保護林」や「緑の回廊」を設定。希
少な野生生物の保護、シカ等の鳥
獣による森林被害への対策等を実
施

Ø	我が国の世界自然遺産（「知
しれ

床
とこ

」、
「白

しら

神
かみ

山
さん

地
ち

」、「屋
や

久
く

島
しま

」、「小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

」、「奄
あま

美
み

大
おお

島
しま

、徳
とく

之
の

島
しま

、沖
おき

縄
なわ

島
じま

北
ほく

部
ぶ

及び西
いり

表
おもて

島
じま

」）の陸域の86％
は国有林野

Ø	「公益的機能維持増進協定」によ
り、国有林に隣接・介在する民有
林を一体的に整備・保全
　　2021年３月末現在までに20
件（595ha）の協定を締結

（２）�森林・林業の再生への
貢献

Ø	国有林野事業の組織、技術力及
び資源を活かし、コンテナ苗の活
用や伐採と造林の一貫作業システ
ム等、林業の低コスト化に向けた技術を普及

Ø	ドローンや ICTを活用した、効率的な森林管理や木材生産等について実証・普及　

Ø	地域における施業集約化の取組を支援するため、民有林と連携して全国166か所に「森林共同
施業団地」を設定し、国有林と民有林を接続する路網整備や森林施業等を実施

第Ⅳ章　国有林野の管理経営

　注：令和３（2021）年３月末現在。
資料：農林水産省「令和２年度　国有林野の管理経営に関する基本計画の実施状況」
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   保護林
   緑の回廊
   上記以外の国有林野

「保護林」と「緑の回廊」の位置図
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（万ha） （箇所数）
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　注：各年度末の数字。事業が終了したものは含まない。
資料： 農林水産省「令和２年度　国有林野の管理経営に関する基

本計画の実施状況」

国有林野におけるコンテナ苗の植栽面積の推移 森林共同施業団地の設定状況
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Ø	製材・合板工場等と協定を締結し、国
有林材を安定供給する「システム販売」を
実施（2020年度は国有林からの素材販売
量の61％）

Ø	効率的かつ安定的な林業経営の育成を
図るため、国有林野の一定区域において、
公益的機能を確保しつつ、一定期間、安
定的に樹木を採取できる権利を設定する
「樹木採取権制度」のパイロット的な取組
を推進

（３）�「国民の森
も

林
り

」としての管理経営等
Ø	森林環境教育や森

も

林
り

づくり等に取り組む多
様な主体に対して、「遊

ゆう

々
ゆう

の森」、「ふれあい
の森」、「木の文化を支える森」、「法人の森

も

林
り

」等を設定し、フィールドを提供。また、
地域の関係者や自然保護団体等と連携した
「モデルプロジェクト」を実施　　

Ø	地方公共団体や地元住民等に対して国有林
野の貸付け等を実施。また、「レクリエーショ
ンの森」（自然休養林など６種類）においては、
地域関係者と連携して管理運営

Ø	「レクリエーションの森」のうち特に観光資
源としての潜在的魅力がある93か所を「日

にっ

本
ぽん

美
うつく

しの森 お薦め国有林」として選定してお
り、標識類等の多言語化、施設整備等の重点
的な環境整備やウェブサイト等による情報発
信の強化に向けた取組を実施

第Ⅳ章　国有林野の管理経営

＜事例＞ 低コスト造林技術の実証と民有林への普及

Ø 九州森林管理局では、2017年度に熊本
南部森林管理署管内にて「低コストモデル
実証団地」を設定
　　2021年度までの5年間を試験期間とし
て、研究機関と連携し実証試験を実施

Ø 70～100cm程度の苗の活用により下刈
りを省略できる可能性や、下刈りの刈る高
さを高くすることでシカ被害に加えて植栽
木の誤伐を低減できる可能性が示唆され、
経過観察等を継続
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　注：各年度末の値。
資料：2013年度までは、林野庁業務課調べ。2014年度以降は、農

林水産省「令和２年度　国有林野の管理経営に関する基本計
画の実施状況」。

国有林野からの素材販売量の推移

試験地全体の様子

然別自然休養林

焼走り
自然観察教育林

野反自然休養林

近江湖南アルプス
自然休養林 千本山風景林

森林管理局 箇所数 代表例
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別
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仙
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門
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注：各森林管理局の管轄区域における箇所数である。
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美
うつく

しの森 お薦め国有林」の例


